
評
論
の
読
解
に
つ
い
て

〈
１
〉
キ
ー
ワ
ー
ド
（
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
）
の
発
見

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
と
は
…
…
論
理
展
開
上
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
語
」
の
こ
と
。

「
あ
っ
た
方
が
い
い
」
レ
ベ
ル
の
語
を
ど
れ
だ
け
削
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ
け
る
方
法
】（
以
下
の
一
～
三
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
文
章
に
対
応
可
能
。
）

《
そ
の
一
》
繰
り
返
さ
れ
る
語
句
（
内
容
）
は
キ
ー
ワ
ー
ド
。

重
要
な
内
容
で
あ
れ
ば
、
筆
者
は
何
度
も
繰
り
返
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

《
そ
の
二
》
接
続
語
が
出
し
て
い
る
サ
イ
ン
を
見
逃
す
な
。

〈
接
続
語
〉
と
は
…
…
語
句
と
語
句
・
文
と
文
の
間
に
挿
入
で
き
る
語
。
下
記
の
表
参
照
。

接
続
語
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
要
な
部
分
が
識
別
で
き
る
。

《
そ
の
三
》
二
項
対
立
は
ほ
と
ん
ど
万
能
。

【
ポ
イ
ン
ト
】
何
と
何
が
対
応
可
能
か
を
明
確
に
お
さ
え
る
こ
と
。

×

「
白
い
チ
ョ
ー
ク
と
長
い
チ
ョ
ー
ク
」

×

「
ウ
サ
ギ
と
両
生
類
」

《
補
足
》
構
文
を
意
識
せ
よ
。（
「
そ
の
言
い
方
に
は
わ
け
が
あ
る
」）

・
譲
歩
構
文
「
も
ち
ろ
ん
Ａ
だ
。
し
か
し
、
Ｂ
だ
。」
は
、
前
述
の
内
容
の
補
強
に
過
ぎ
な
い
。

・
疑
問
・
反
語
、
倒
置
法
な
ど
、
素
直
で
は
な
い
表
現
は
何
か
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

〈
２
〉
論
理
関
係
の
把
握
（
＝
接
続
語
の
挿
入
）

キ
ー
ワ
ー
ド
（
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
）
と
キ
ー
ワ
ー
ド
（
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
）
の
論
理
関
係
を
把
握
し
、

そ
の
関
係
が
明
確
に
な
る
よ
う
な
接
続
語
（
も
し
く
は
記
号
）
を
文
中
に
書
き
込
む
。

・
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
線
を
引
い
て
も
、
箇
条
書
き
状
態
で
は
内
容
把
握
は
で
き
な
い
。

・
適
切
な
接
続
語
を
挿
入
で
き
な
い
の
は
、論
理
関
係
が
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
３
〉
文
章
化
（
要
約
）
→
〈
戦
略
図
〉
を
文
章
化
す
る
だ
け
。

【
〈
戦
略
図
〉
の
作
成
手
順
】

キ
ー
ワ
ー
ド
と
接
続
語
を
使
っ
て
図
示
す
る
。

①
一
次
要
素
（
一
番
重
要
な
語
句
・
内
容
）
…
せ
い
ぜ
い
十
～
十
五
字

②
二
次
要
素
（
次
に
重
要
な
語
句
・
内
容
）

③
論
理
関
係

【
記
述
上
の
注
意
】

①
「
網
は
広
く
打
て
」

ま
ず
制
限
字
数
よ
り
多
め
に
書
き
、
そ
れ
か
ら
削
る
。

②
論
理
関
係
を
ご
ま
か
す
表
現
は
使
わ
な
い
。

「
…
…
、
」「
…
…
が
、
」（
だ
ら
だ
ら
「
が
」
）
、「
そ
し
て
」「
そ
こ
で
」
等

【
制
限
字
数
の
目
安
】

二
十
字
以
下
…
一
次
要
素
の
み

三
十
字
…
一
次
要
素
＋
二
次
要
素

五
十
字
…
一
次
要
素
＋
二
次
要
素
二
個

★
読
解
は
作
業
と
し
て
要
約
と
実
質
的
に
重
な
る
。

【
関
係
一
覧
表
】

一
つ
の
語
で
複
数
の
項
目
に
入
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

分
類

項

目

内

容

説

明

記
入
す
る
接
続
語
・
記
号

①
繰
り
返
し

同
じ
語
（
内
容
）
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
も
の
。

「
＝
」
の
記
号

※
キ
ー
ワ
ー
ド
。
重
要
な
内
容
で
あ
る
。

「
言
い
か
え
る
と
」
な
ど

②
補
足

前
述
（
後
述
）
の
語
句
や
文
の
内
容
に
つ
い
て
説

「
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
」
、

（
説
明
）

明
し
て
い
る
も
の
。

「
つ
ま
り
」
な
ど

※
修
飾
句
相
当
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
。
そ
の
場
合
、
被
修
飾
語
が
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

③
発
展

「
②
説
明
」
と
は
違
い
、
前
述
の
内
容
を
踏
ま
え

「
さ
ら
に
」

て
主
張
や
分
析
を
発
展
・
深
化
さ
せ
た
も
の
。

「
と
す
る
と
」
な
ど

順
接

※
こ
の
後
に
重
要
な
内
容
が
く
る
可
能
性
が
高
い
。

④
ま
と
め

前
述
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
。

「
つ
ま
り
」「
結
局
」

※
こ
の
後
に
重
要
な
内
容
が
く
る
可
能
性
が
高
い
。
「
要
す
る
に
」
な
ど

⑤
理
由
・

理
由
（
原
因
）・
結
果
を
説
明
す
る
も
の
。

「
な
ぜ
な
ら
」（
理
由
）

結
果

「
だ
か
ら
」（
結
果
）
な
ど

⑥
例
示

「
②
説
明
」
の
一
パ
タ
ー
ン
。
例
に
よ
る
説
明
な

「
例
え
ば
」
な
ど

ど
。
な
お
、
こ
の
部
分
に
は
論
理
展
開
の
骨
格
部

た
と
え

分
は
な
い
。（
論
理
展
開
の
把
握
の
際
に
は
、
無
視

「
ま
る
で
」「
～
よ
う
な
」

仮
定

で
き
る
部
分
で
あ
る
。）

「
も
し
」
な
ど

※
こ
の
前
か
後
ろ
に
重
要
な
内
容
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。

①
逆
接

前
述
の
内
容
と
相
反
す
る
内
容
に
な
る
も
の
。

「
し
か
し
」「
だ
が
」

（
必
ず
逆
の
関
係
に
な
る
。）

「

」
の
記
号
な
ど

※
二
項
対
立
を
意
識
す
る
。

②
対
比

前
述
の
内
容
と
対
比
す
る
内
容
に
な
る
も
の
。

「
し
か
し
」
「
だ
が
」

対
比

（
必
ず
し
も
逆
の
関
係
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。）

「

」
の
記
号

※
二
項
対
立
を
意
識
す
る
。

「
別
の
視
点
か
ら
見
る
と
」

③
並
列

同
様
の
レ
ベ
ル
の
も
の
を
並
べ
る
も
の
。

「
第
二
に
」「
ま
た
」「
～
も
」

添
加

※
二
項
対
立
を
意
識
す
る
。

「
～
の
場
合
は
」
な
ど

※
添
加
の
場
合
、
後
ろ
の
部
分
は
や
や
軽
く
な
る
。

転
換

転
換

話
題
の
転
換
を
は
か
る
も
の
。

「
と
こ
ろ
で
」
「
さ
て
」
な

ど

※
段
落
冒
頭
の
接
続
語
に
は
要
注
意
…
…
段
落
と
段
落
の
論
理
関
係
を
表
す
方
向
指
示
器
で
あ
る
。


